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ごみをまとめて、土をかぶせま
す。これをセル工法といい、火災
やごみの飛び散り、においや害
虫を防ぎます。
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安全を守る

ために、いくつもの

設備やしくみが

あるんだよ。

せつ  び

焼却灰 不燃ごみ
しょうきゃくばい ふ  ねん

エコスタックは、小動物
や昆虫のかくれ家です。
まわりの森に間伐材※を
利用して設置していま
す。

こんちゅう が

かん ばつ ざい

ちせっ

平成
30年度

令和
元年度

令和
２年度

※平成30年度から、埋立処分ゼロを継続

令和
３年度

多摩地域の人々は、環境への関心がとても高

く、令和3年度のごみリサイクル率は37.3％

と、全国でもトップクラスにあります。リサイ

クルなどの推進により、平成３０年度から、埋

立てが行われていません。限りある最終処分

場を有効に使うために、これからも住民・事業

者・行政が力を合わせてごみ減量・リサイクル

を進めていくことが必要です。
この処理施設の地下には浸出水調整槽や、埋立地に仮調整池が
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歩車道境界コンクリートブロック
（東京ゲートブリッジ）

ほ しゃ どうきょうかい

今まで埋め立てていた焼却灰をセメントとして再

生利用します。リサイクル先進地域・多摩のリサイ

クルをさらに進めます。

二ツ塚処分場では、平成18（2006）年７月から、ごみの焼却灰を埋め立てずにセメント

として再生利用するための施設が動き出しました。このセメントは、エコロジーの“エコ”

と“セメント”をあわせて“エコセメント”と名づけられました。

吉

可燃ごみは
焼却施設へ
運ばれます。

か    ねん

か    ねん

も

しょうきゃく  し    せつ

しょうきゃくばい

しょうきゃくばい ざいりょう

せい    ぞう

せい   ひん

か    こう

か

し    せつ はこ

はこ

可燃ごみを
燃やします。

焼却灰は、
エコセメント化
施設に運ばれます。

焼却灰を材料にして、
エコセメントを製造します。

いろいろな
コンクリート製品
に加工されます。
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廃棄物広域

谷戸沢廃棄物広域処分場（平成10年４月で、埋立て終了）
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東京都島嶼町村一部事務組合

東京たま広域資源循環組合

八丈島一般廃棄物管理型最終処分場

大島一般廃棄物管理型最終処分場
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二ツ塚処分場の隣にある谷戸沢処分場は、昭和59

（1984）年から14年間、多摩地域25市1町から出るご

みの埋立処分を行ってきました。埋立処分は平成10

（1998）年に終わりましたが、現在でも安全とまわりの

環境が守られるように維持管理を続けています。

わたし

私たち人間は昔から森林を切り開き、炭を
や

焼いたり、
さん  さい

山菜を
と

採ったりしました。

また、切り開かれた場所では、田んぼや畑で農作物を育てました。このように人が

手を入れた
  し    ぜん

自然と人間の生活とのバランスがとれた
  ち    いき

地域を里山と言います。

埋立区域は220,000㎡もある広大な草原となりました。さらに池や

水辺を整備したため、造成が行われる前よりも多くの種類の動植物が

集まる場所となりました。

埋立跡地については、地元日の出町と協力して有効活用しています。

現在は、埋立地の一部をグラウンドとして日の出町に貸し出し、地域の

方々に利用していただいているほか、災害時に消火・救急活動のため

消防用ヘリコプターが利用することになっています。

また、平成29年10月には、メガソーラー施設を設置しました。発電規

模は約２メガワット、年間発電量は一般家庭約500世帯分となります。

埋立てによって一時的に動植物が減ったこともありま

した。それから、自然への負担を減らす努力を続けた

結果、たくさんの動植物が戻ってきてくれたのです。
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するためのデータを集め、埋立

てが終わった処分場の安全性を

確認していきます。地元日の出
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ヤゴは水草の

茂みの中に生息
しげ

はる しょ  か さ

た  ねんそう

かず すく
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や こうせいや こうせい もうきんるいもうきんるい

せいたいけいせいたいけい ちょうてんちょうてん

にくしょくにくしょく

や こうせい もうきんるい

せいたいけい ちょうてん

にくしょく

夜行性の猛禽類

生態系ピラミッドの頂点に

位置する肉食の鳥類です

夜行性の猛禽類

生態系ピラミッドの頂点に

位置する肉食の鳥類です

夜行性の猛禽類

生態系ピラミッドの頂点に

位置する肉食の鳥類です

フデリンドウフデリンドウ

春に山の日当りが

良い場所に咲きます。

うめ　た

谷戸沢処分場では約1500種の動植物が生息するとともに、そのうち、約100種の絶滅危惧種に指定さ

れる生き物が確認されています。日の出町の天然記念物・トウキョウサンショウウオも、産卵するための池

を守った結果、現在も住み続けています。また、処分場の下流には、一時期減っていたゲンジボタルが増

えるなど、かつてはごみを埋め立てていた場所に、新しい自然が生まれています。

ぜつやくやく めつ き ぐ しゅ

じょう い

は た き ね  もと

ふゆなかばおち

こく し  てい

はる やま ひ あ

よ ば  しょ さ

みずくさ

なか せい そく

いけ ぬま
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たみくさあきふゆ

た
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の最終

物質的に恵まれた 送
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皆さんの家から出たごみは、車で清掃工場へ運ばれます。
清掃工場から出た灰や、細かくくだかれた燃やせないごみは、
二ツ塚処分場へ運ばれていきます。

※
へいせい

平成30年度から、
も

燃やせないごみは

　運ばれてきていません。

燃やせないごみは、細かくくだいてリサイクル施設などに運びます。
も し せつ

働く
みな

せいそう

いえ で くるま

こうじょう

こうじょう

じょう はこ

はこ

ねんど

はこ

で はい こま も

ごみ
ピット

じょう

か

こう じょう

まち

で

こうじょう

こうじょう

こま

まちにち じ  かん か  てい

はつ でん おんすい

はこ

せんえんせつび

ご で

こう おん

あつ

おく

あつ

はこ

じょう

す

し まち しゃ

くるま

いろ み

はこ

くるまはたら
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最終処分場やエコセメント化施設の運

営と合わせて、周辺住民の方々や関係

者との交流に力を入れています。

平成18年から、焼却灰をセメントの原料として利用する

工場を運転、管理しています。これによって埋め立てられ

るごみが少なくなり、二ツ塚処分場の使用期間をたいへ

ん長くすることができます。

国内でも進んだ設備やしくみを持つ二ツ塚処分場に焼却

灰と燃やせないごみを受け入れ、安全に埋立処分してい

ます。※
へいせい

平成30年度からは、
うめ た 

埋立てが行われていません。

また、すでに埋立てが終わった谷戸沢処分場の維持管理

を行い、里山的自然環境の再生を進めています。

6152

https:

二ツ塚処分場では、ごみを燃やした後の灰をセメントにリサイクルする「エコセメント事業」と、多摩地域に暮らす皆さんのごみの分別と
減量、リサイクルの取組により、平成30年４月から埋立て量がゼロとなり、現在も続いています。これからも私たち「東京たま広域資源
循環組合」は、日の出町のご協力に感謝し、限りある処分場を大切に使っていくために、安全な運営と管理を続けていきます。皆さんも、一
緒に自分たちのごみと多摩地域との関わりを考え、より暮らしやすい地域になるように、家庭、学校や地域でのごみの分別・減量・リサイ
クルに取り組んでいきましょう。

あん ぜん

かんが

め    ざ

さいしゅう し せつ うん

えい へんじゅうみん かた がた かん けいしゅう

しょぶん

夏休み処分場見学会
しょ

オオムラサキ放蝶会
ほうちょうかい ぶん けんがくかい

令和５年３月発行

はち

ひ の ひがしむらやま こくぶん じ くにたち こま え ひがしやまと きよ せ

は にしとうきょうむら

おう じ たちかわ あきしま まち だ しししししし
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ししし
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げんりょう
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